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研究題目一覧（平成 7~8 年度）
区分 1 研 究 題 目 I 研 究 員
アジアにおける文化交流の研究
く日中・ 日朝関係の研究＞
（中国江南文化と 日本〕
仏僧の往来 藤 善 貝 澄
江戸時代の 日・中関係
ア 日本における漢籍餘入の研究 大 庭 脩
ジ ” 藪 田 頂ア 唐船の薬種貿易 （幹事）宮下三郎tこ 屡 長崎唐人屋敷の復元的研究 永 井 規 男お
け ” 成 澤 勝 嗣＜委＞
i 流
号ロ 明代絵画に於ける浙派と呉派 山 岡 泰 造，［西洋と東洋の接点と しての上海租界〕出版事業 尾 崎 質
英漢 ・漠英字典の系陪 内 田 慶 市班 ［近世日朝関係史〕の
覧 宗家文書による日朝関係の研究 泉 澄一対馬藩藩儒・雨森芳洲の基礎的研究一
〔r令集解」所引漢籍の研究〕
令集解所引漢籍の研究 奥 村 郁
” 水 本 浩 典＜委＞濱料復元システムの研究〕
資料復元研究支援システムの開発に関する研究 上 島 紳
東西文化交流の研究
比
く比較文学研究＞
屡
〔ボスト・コロ ニアル文学の研究〕
太平洋諸島の英語文学の研究 （幹事）安川 丑
I ” 
ヴイルソーニ・ヘレニコ ＜委〉
アジア・オ七アニアの英語文学の研究 丹 羽 良 治
中 ・南米のスペイン語文学の研究 平 田 渡
〔写本の比較研究〕
中世ョーロ ッパの写本の研究 和 田 葉 子
// ディヴィッド ・ダソヴィルぐ委〉
東 く神秘主義の研究＞
I i 〔大乗起信論の研究〕大乗起信論と仏性論 丹 治 昭 義
＇ 
大乗起信論と西洋哲学 JI 崎 幸 夫
大乗起信論における信心 （幹事）井 上 克人
の 大乗起信論と日本仏教 薗 田 香 融
覧班 大乗起信論と中国哲学 吾 妻 重
大乗起信論と華厳教学 木 村 且.,., 彰＜委＞
く東西文化交渉史の研究〉
〔近代世界における儒教観の展開〕
欧米儒教観の中国への影響 河 田 悌
ヨー ロ ッパによ る儒教の発見と儒教観の展開 芝 井 敬 司
〔生産技術の比較研究〕
欧亜回廊地帯の生産技術と生活技術 （幹事）末尾至行
地中海世界の航海技術 新 谷 英 治
アジアの漆芸技術 高 橋 隆 博
太平洋地域の農耕技術 橋 本 征 治
＜委＞ほ委嘱研究員を示す。
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アジアにおける文化交流の研究
く日中・日朝関係の研究＞（歴史 ・言語研究班）
〔中国江南文化と日本〕
仏僧の往来
藤普員澄
日中関係史において最も日本と関係の深い江南
（江舜 ．浙江 ・福建）の文化ほ，そのままが中国文
化として日本に輸入されたといえるほど重要な意味
を持っている。この文化交流に重要な役割を果した
仏僧達を通じて，江南文化の日本に占める貢献のほ
どと，彼ら仏僧達の行歴はもちろんのこと，彼らの
江南紹介の有無に注目 しながら江南諸地域の消長，
日中関係史における時代的位置づけを考察してきた。
まず「入唐僧と杭州・越州」 （『東西学術研究所
紀要』 29,平成8年3月）では，唐代における留学
僧，請益僧の入唐記に杭州の記事がなく，越州のも
のが圧偽的に多いことを指摘し，唐代には越州なら
びに潤州が政治都市と して優位に立ち，杭州はその
谷問に置かれたことを明らかにする。さらに「入宋
僧と杭州 ・越州」（『浙江と日本』関大出版部，平成
9年 4月）では越州と杭州の地位が五代・宋代にお
いてほ完全に逆転し，入宋僧の旅行記においてもそ
の こ とが明確にあとづけられることを指摘する。こ
の唐・宋両代の様変りは彼ら仏僧達が最も関心を払
う仏教事情とも密接な関係があることもまた問題に
した。両成果と関連して「入宋僧と杭州の運河」
（所報62号） 「西明寺址をめぐって一学術調査と公
安」（所報63号） 「混州開元寺の調査」（『肝陵』）があ
り， これらもまた入唐僧，入宋僧の研究より生れた
成果である。なお国際、ンソボジウム「太平洋圏にお
ける人• もの ・文化のリソケージ」の発表（平成8
年 3 月• 関西大学）の概要は『所報』 64号に載せる。
日本におる漢籍輸入の研究
大庭脩
漠籍の輸入，すなわち唐船持渡書の研究の現状と
展望は，退休記念講演で行なI,ヽ，基本的資料が新た
に発見される可能性は薄く，その研究は江戸時代以
来継続している文庫の個々の書籍と，文庫の発展を
あとずける帳簿，文書類との照合による年代の確定
という，渡来書の現物による研究が未開拓分野と し
て広く残されている。
また，御書物方日記による将軍その他の蔵書利用
のあとづけ，個人の蔵害目の比較による書籍の増加
とその年代の確定なども可能であろう。
「唐船持渡書研究の現状と展望」は退休記念講演
として紀要第30輯に記載される。そのほか乎成8年
5月15日の例会で 「市橋下総守長昭について一一関
西大学蔵個人文庫調査の一例—―-」を発表本学長
沢文庫所蔵の市橋長昭蔵書目（黄雪園蔵書目など）
により，文庫形成の過程を分析した。
別に『漢籍輸入の文化史ー一聖徳太子より徳川吉
宗まで一 』 （研文出版刊）を出版してその概要を
示した。
日本における漢籍輸入の研究
藪田 貫
「江戸時代における漠籍輸入」研究の一環として，
漂着唐船に関する調査研究を行なった。具体的には，
寛政12年 (1800)に遠州灘（静岡県）に漂着した寧
波船萬勝号の史料収集を，以下の場所で行ない，成
果を得た。漂着現地である静岡県福田町，浅羽町，
掛川市，浜松市，さらに東京都中央図書館 ・静嘉堂
文庫などである。調査で収集したものは，漂着唐船
見聞記，応接記録，筆談記録などで，平成7年1月，
8年10月，それらをもとに研究所例会で報告した。
なお以上の研究成果は，資料集刊ツリ ーズの 1冊
として平成9年3月，関西大学出版局から出版の予
定である。
また研究所所蔵の京都室町巻物問屋文書を整理し，
目録・解題として「研究所紀要」に掲載した。
唐船の薬種貿易
宮下 三郎
中国浙江省各地 (95年10月9~16日）や長崎へ出
張して資料の収集に努めた。同時に集めた資料を整
理 ・分析し， 乎成8年第3回研究例会 (6月3日）
に， 日中交渉史上の 「社丹について」報告した。輸
入地金の代表格である亜鉛を中心に，それが唐紅毛
船と長綺会所の値組による元値と，会所と本商人の
no 
問の入札による払値，さらには大坂へ迎ばれ，唐物
問屋と大坂の仲買との問に行なわれた大坂相場にい
たる 3回の値段の相互関係を実証的に追求した。
また平成7年11月第35回泊園記念謡座において「本
草の解剖用語から」と題し， 日中の解釈のちがいを
手がかりにして，漢字文化への小数民族の貢献につ
いて述べた。なお日中関係班において実施してきた
唐船による薬種貿易の研究に，有坂名巻教授との
協同研究のテーマである蘭船貿易研究の成果を合わ
せ「長崎貿易と大坂，薬種絹」の出版を準備中であ
る。
長崎唐人屋敷の復元的研究
永井規男
技術の進歩と蘇試や米苛らの文人趣味に淵甑がある。
ところで元代は政治的に全く無力であった漠民族
が，産業商業の方面で一大発展を遂げた時代で，浙
江・江蘇を中心として都市文化が栄え，都市の市民
あるいは地主らによる新しい庶民文化が成立した。
黄公望 ・偲瑣・ 呉鋲・王漿のいわゆる元の四大家に
代表される絵画もその一つで，写生や詩情の表現だ
けでなく，画家個人の趣好に色浪く染め上げられた
作風を生んだ。特に山水画は画家の性情を表わすも
のとなった。それは構図や筆墨法における個性的な
工夫によって達成された。
明初にはこのような庶民的文化は抑圧され， 皇帝
及び政府の統制が行き亙った。南宋画院を手本とす
る画院もより謹直かつ雄大な画風を産んだ。しかし
誇張に傾き勝ちな画風は既に個性化と通俗化への崩
江戸時代に渡来中国人の居留地として長崎に設置 芽を持っていた。他方，市民あるいは市隠の絵画
されていた唐人屋敷の内部楷成を，都市的建築的に （韮其昌のいう文人画） を確立した蘇州の沈周や文
究明しようとするものである。その楷成は前期と後 徴明もはじめは画院の影響を受けて雄大な構図とカ
期とで大きな変容をみせるが，前期すなわち屋敷創 強い班墨法を示している。
設の元禄時期の描成形態とその意味については前 明代後半には市民の画風（呉派）が優勢になり，
年度に研究考察した。今年度は前年度と同様に絵画 画院（浙派）の画風とも相互に影響し合って，画院
と文献史料，および現地での調査を併用して，後期 系も粗放な筆致による写意的傾向を強め，文人画も
の唐人屋敷の内部楷成を，天明年問から文化年間ま 写意的画風のほかに，理智的な描成を重んずる画風
でを中心として研究考察した。その結果として，後 を生んだ。その代表が蛮其昌で，その一派が清朝の
期の磨人屋敷は，後期になって増えていった中国人 アカデミズムを形成し，写意的傾向を抑えるのであ
建立による廟とそれらを結ぶ道を軸として内部の都 る。
市的空間の再罷成がすすんだこと，またそのように
して性格づけられた区画のなかに，中国人自身によ
る建物の建設が行われたことを明らかにした。後期
の唐人屋敷はいわば日本のなかの中国都市と して
存在していたのである。以上の研究結果をまとめ，
日本建築学会論文集に掲載および投稿中である。
明代絵画に於ける浙派と呉派
山岡泰造
明代前半の宮廷画院の絵画は，元代の異民族支配
に対する反動として，南宋宮廷画院の画風への復帰
を楔榜した。南宋の画院ほ，徴宗皇帝が自ら主宰し
た宜和画院を受け継いで，最小の表現で最大の効果
を得ることをモットーとし，鉦墨技法の洗棟と詩情
の表現を特色とする。それは北宋後半における写生
英漢・漢英字典の系譜
内田疫市
本研究班における個別テーマの「英華字典」 「西
学東漸と言語・文化」関係の成果として，以下の文
章を発表した。
1. 漠英字典の系陪 「関西大学束西学術研究所
所報」第61号（平成8年9月）
2. 江南製造局とその周辺 「関西大学東西学術
研究所所報」第61号（平成8年9月）
3. イソッブ東漸補選「上海施医院」その他
r関西大学中国文学会紀要』第17号（平成8年3
月） ．
4. ヨーロッパ発日本経由ー中国行きー「西学東
漸」のもう一つのみちすじ 『江南と日本』 （現在
研究員の研究概要 111 
校正中） 執筆中である。雨森芳洲を対馬落の器制の中に位匠
また，同時に次のような口頭発表を行った。 づけた従来にない画期的な芳洲論を平成9年度中に
1-西学東漸と近代中国語研究の方法京都大学 は披漉できる予定である。
人文科学研究所 「異言語接触の場としての十九世紀
日本」研究班（平成7年11月15日）
2. 清国英語事始関西大学東西学術研究所研究
例会（平成8年7月17日）
なお，以上のような成果を踏まえて，国際的な学
術交流も開始し，平成9年2月20日に北京において，
「近代学術用語の形成と交流国際シソポジ ュー ム」
を中国科学院自然科学史研究所で開催し， 「近代日
中欧言語接触研究の方法」と題して発表を行った。
今後，さらにドイツでもシンボジュームを開催する
予定である。
〔近世日朝関係史〕
宗家文書による日朝関係の研究—対馬藩藩
儒 ．雨森芳洲の茎礎的研究ー一
泉 澄一
前の計画年度にひきつづき享保15~宝暦5年の対
馬藩の表書札方，奥書札方，組頭方の各毎日記から
公作米年限裁判より帰任～死没に到るまでの雨森芳
洲に関する史料の収集を行った。その間；従来まっ
た＜研究されていない対馬吾の藩制についても調査
をつづけ雨森芳洲の時代に限ればその大枠を把握し
得たがなお芳洲が長い間「佐役」をつとめた朝鮮方
の藩制における位置や職務についても考察を行い研
究例会（平成8年5月15日）で報告をした（その内
容については 「関西大学東西学術研究所所報」第64
号に掲載）。公作米年限裁判より掃国後， 約10年間
の雨森芳洲については 「享保15~元文4年『裁判J
より帰任後の雨森芳洲とその周辺」 （「関西大学東
西学術研究所紀要」第29輯）に報告したがそのころ
芳洲ほ「御用人格」に格づけされ81歳で致仕するま
で朔望の出仕日などには藩邸に参じ諸用をもっとめ
ていた。芳洲が72歳のとき長男の顕之允が家督をつ
がないまま死没したため芳洲は孫の連が家督できる
までさらに10年間奉公していたのである。東西学術
研究所の歴史研究班では昭和48年に雨森芳洲の研究
を発足させたがその研究成果として『対馬藩藩儒雨
森芳洲の基礎的研究』を出版すぺく目下鋭意原稿を
〔『令集解』 所引漢籍の研究）
『令集解』 所引漢籍の研究
奥村郁三
継年的研究の続行であり，その目的とする所と意
義についてはすでに所報等で繰り返し述ぺている通
りである。 何分膨大な品と難解な文立が相手である
だけに相応の困難が伴う。しかし，現状ではほぽ調
査研究に一段落をつける程度の原稿を集めることが
出来た。あとは各部分の原稿の調整（補充 ・削除・
統一等）が残っている。
漠符の調査 ・点検は集解の文意を的確に把握する
ための基本中の基本の研究であるが，先ずはこのた
めの一定のレペルの成果を示すめどがついたと思わ
れる。調査の主要な漢籍は次の通りである。
周易・尚雹 ・毛詩 ・周礼 ・礼記 ・儀礼 ・春秋左氏
伝，公羊伝，殺梁伝 ・論語 ・孝経・爾雅 ・孟子・尚
書大伝・呂氏春秋。
方言・釈名 ・広雅 ・蒼頷篇・説文・字四・切韻．
玉篇 ・文字集略。
史記 ・ 漢密 ・ 後漠害・続漠書・呉祖・隋啓 • 国語
・底律，令，格，式 ・唐礼・大唐六典・胆答 ・法例
・甲乙子巻。
曽子・荘子 ・管子 ・斡非子 ・老子・独断 ・蔀子 ・
商君四 ・淮南子 ・劉子風俗篇 ・楚辞 ・文選 ・葛子
方 ・楚国先究伝。
総数170種。および上記関連の漠藉諸注の類。
『令集解』はしばしば述ぺたように，日本古代史，
法制史および日本の中国文化受容の基本中の基本の
文献。この基本文献が現状では利用に著しい限界が
ある。問題はテキストと文章の難読さにある。われ
われの研究はかかる状況を打破するための基礎研究
である。完成すればr令集解』の的確な利用，また
広範囲の利用のための枠を広げるであろう。
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（資料復元システムの研究〕
資料復元研究支援システムの開発に関する研究
上品紳一
本研究は利用者が歴史査料を取り扱う上で，様
々な視点に応じて賓料を操作する枠組みを実現し，
計算機上で実装することを目的としたものである。
そのため，当該年度は，賓料の見え方をオプジニク
トの屈性構造で定義し，利用者の視点に基づく属性
を実行時に生成する機栴，視点を切り替えることで
資料の異なる属性描造を実現する機構及び視点と
視点に依存する属性棉造を収納する機構を提案し，
プロトクイブ、ンステムを実装した。
本システムは複合メディアからなるデータ，文
困デーク，全文デークなどの生のデークから，オプ
ジェクトの多様なピューを生成しながら，デークペ
ースを段階的に形成する手法を与えるものである。
ピューの実現には，オプジニクトの仮想性を用いて
おり，利用者が対象とするデークの不完全性，曖昧
性を補いながら，個人の観点からスキーマを生成す
ることができる特徴がある。
本手法により，ファイルに含まれるデークや既存
のデークベース管理システムで構築されたデータを
もとに内容に応じた多重分類，多重屈性付けによ
る複数の視点からの意味付けなどが行える。特に，
情報の生成過程や描造化過程を取り扱うことができ
るため，科学的発見の過程の表現，未整理なデータ
の整理，利用者自身の手による様々なメディアの描
造化，などに幅広く適用できるものと考えられる。
また，オプジニクトの利用者毎の作業領域の確保や，
複数の利用者による協調作業など支援も可能である。
本研究は文部省科学研究股重点領域研究（人文
科学とコソビューク）， 同（高度デークペース）に
おける分散発展型デークペースの研究と並行して行
われた。
東西文化交流の研究
〈比較文学研究〉（比較文学研究班）
〔ポスト ・コロニアル文学の研究〕
太平洋諸島の英語文学の研究
安川 翌
ハワイ大学の VilsoniHereniko助教授 （委嘱研
究員）と，太平洋諸島の英語で書かれた戯曲，詩，
小説の共同研究を行った。また，平成 7年度の関西
大学招聘研究者（受入れ担当安川）として， 平成7
年10月21日に来日 し，1ヶ月本研究所で研究交流を
行い， 11月22日に帰国した，英国ダラム大学の Dr.
Diana Colecot とは，フェミニズムとポスト ・
コロニアル文学論の視点からニズラ・バウ ソド，
H.D., D.H. ロレ‘ノスについて共同研究を行った。
また， Dr.Colecott It, 11月1日（水）「ヴァ ージ
ニア・ウルフと女性作家」 と題する特別講演（通
訳 ・喜多文子）を行った。
Dr. Vilsoni Hereniko とはハワイ大学（平成7
年8月21日~9月15日・平成8年9月4日~11日）
と本学（平成8年3月23日~3月30日）で共同研究
を行ったが，ヘレニコ委娯研究員の来日は本研究
所主催・国際高罷学会協校で平成8年3月24日（日）
から切日（木）まで本学百周年記念会館ほかで開催
された国際ヽンソポジウム「太平洋圏における人• も
の ・文化のリンケージ」に参加するためであった。
彼は分科会Bセッツョソ「現代社会と現境 ・開発・
文化—太平洋地域における比較研究」の 2 日目，
27日の午前の・ンソポジウム（司会・通訳安）I)に私
と出演し，私が'PacificLiterature in English'と題
する発表をし，ヘレニ コ研究員は'PacificTheatre: 
an Overview'という発表をした。
Hereniko研究員は3月29日（金），平成7年度第
8回研究例会で「映像化された太平洋作家の作品に
ついて」 （ビデオ上映を含む）と題する発表を行っ
た。私は，平成8年4月17日（水），平成8年度第
1 回研究例会で「現代社会と環境・開発 ・ 文化一~
太平洋地域における受容と変容― その 2」という
演題で，太平洋地域における英語文学を概観した。
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アジア・オセアニア英語文学の研究
丹羽良治
アジアでは，マレーツアと・ンソガボールに的を絞
り， 1960年以後のポスト ・コロニアル文学を研究し
た。特に，胆民の貧しさと退しさを象徴的なイメー
ジで描いた S・ラジャラトナムの「虎」，日本軍と
の戦争体験を新しい角度から見つめたG・バラクム
の「イソタビュー 」， そしてR・チュアの実験的 ・
前衛的作品「定義を求める二人の登場人物」などの
短篇を取り上げた。これらの作品のほか主として例
会で論じたのほ，かつてイギリスのコロニーであっ
たマレーツア ・シソガボールをアメリ カ人の視点か
らボスト・コロニーの様々な問題を扱ったP・セ
Jレーの連作短篇集『領事官報告J (The Consul's 
File, 1977)である。 （「アメリカ人作家の見たマレ
ーツア・・ンソガポール」平成7年6月21日研究例会
報告）
オセアニアでは， オ スート ラリアを取り 上げ，
H ・ロー ソソの文学を研究した。 また宗主国イギリ
スから訪豪して，当時 (1922年）のオーストラリア
の状況をノソフィクショ｀ノノヴェルとも呼び得る
『力｀ ノガルー』 (1923)という作品を密き残した
D・H・ロレ‘ノスも取り上げた。前者では "Two
Sundowners" (1913)で描かれている当時よく見か
けられた "Sundowner"と呼ばれた浮浪者の生態，
そして後者では左典の労慟党と，右典の在郷軍人
愛国党のようなディガー ・クラプとが暗躍する当時
の政治状況を 「コロニーとしてのオース トラリ
ァ—ローソ ソと ロレ ‘ノス」と題して例会で発表し
た。 （平成8年7月17日研究例会報告）
中南米のスペイン語文学の研究
平田 渡
1. キューパの現代作家アレッホ ・カルペソティ
ニー ルの処女長篇小説 『ニクエ・ヤソ/~ ・オー 』
（初版1933,決定版1936)の日本語訳を完了した。
残念ながら，まだ出版のめどはたっていない。
2. 7年度は10月4日に rァレッホ・カルペ‘ノテ
ィニールの『ニクニ ・ヤソバ ・オー 』について」と
いう題で，例会研究報告をおこなった。
3. 8年度には例会研究報告をもとに， 「中国
起源のチャラーダ遊びとアフリカの太鼓」 題する論
文を紀要に発表 （年度末刊行予定）。 これは， アフ
ロ・ キューバ的な文化研究の第一人者で作家のリデ
ィア・カプレーラの研究成果をよりどころに，民俗
学的な視点から rニクエ・ヤンバ・ オー』をと らえ
たものである。
同じ論文のなかに，カルペ・ノティニールが後年，
決定版を再刊するときに付けた序文の翻訳がふくま
れている。これは前術文学論であると同時に，作者
自身による rニクニ ・ヤンバ ・オー』の解説でもあ
る。カルペンティエールは若い頃，バリ 亡命中に未
来主義，ダダイズム，シュルレアリスムといった前
衛芸術運動の洗礼をうけた。そうしたなかで，未来
主義の手法をとりいれて害いたのが 『ニクニ・ヤ｀ ノ
バ ・オー 』であり，のちにツュルレアリスムを批判
しながら，その影密から逃がれられないまま，もの
したのがたの世の王国』にほかならない。
『この世の王国』に付けた， 事実上のジュルレア
リスム離脱宣言である序文とと もに， rェクニ・ヤ
ンバ・オー』の序文は， カルペ・ノティ ニールの初期
の文学観を知るうえで殺重なものといえるだろう。
〔写本の比較研究〕
中世西ヨーロッパの写本研究
和田 葉子
デイヴィッド ・ダソヴィル
「西欧中世の写本の研究」では，ラテソ語とフラ
ンス語が主たる文語であった中世後期の英国におけ
る英語の本の意義を知るために，当時英国内に所蔵
されていたことが確認されている写本を調査した。
従来，英語の写本は女性の教化のために利用された
と言われてきたが，実際には修道院にいた男性の修
道士にも読み学ばれていたことを明らかにした。さ
らに， 12世紀のウェールズに生きたジニラルド・オ
ヴ・ウェールズが記録し，晩年まで何種類もの写本
に書き直している彼のウェールズ旅行記を綿密に読
むことによって「12世紀ルネッサ｀ノス」と称される
当時の思想，イソグランドとウェールズの関係，十
字軍に対する人々の感情などを具体的に分析した。
もう一つのテーマ「中世ヨーロッパにおける古魯体
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の研究」では，中世初期の西欧における古書体の変
遷を段階別にし，各ステージにおける時代の要求や
地域問の学者・写字生の交流による影態と字体の特
徴の関係を明らかにした。
く神秘主義の研究〉（神秘主義研究班）
〔大乗起信論の研究〕
大乗超信論と仏性論
丹治昭義
r大乗起信論』は， 中国や日本では古来， 仏性
論如来蔵思想を説く代表的論書として高く評価さ
れ，広く通仏教的に読まれ，研究されてきた論書で
ある。しかしこの書ほ思想的には明解であるが，イ
ソド撰述か，中国撰述かが，依然として問題となっ
ているように，思想史的には曖昧な教理が少なくな
し'o
この論書の，インドと中国に跨がる思想史的な位
匠を明確にするために，先ずインド大乗仏教の思想
のなかでどのような位置にあるかを考察した。
『起信論』と直接密接な思想的関係にあるものは，
言うまでもなく，如来蔵論を展開する経典， 『入榜
伽経』や論書， 『宝性論』である。それらとの異同
については従来も色々に指摘されているが，思想体
系を細部に亘って比較検討して， 結論を得ようとし
ている。
さらに広く，イソドの大乗仏教のなかでこの論書
の思想史的特色を解明するために，「仏性」(buddha-
dhatu)などの基幹概念である「法界」 (dharma-
clha.tu)を説く初期の大乗仏教経典との比較検討を
行なった。 「入法界」を説く『華厳経』やそれの先
駆をなすと考えられる『維摩経』などによって「法
界」の概念の思想史的展開を追求している。
「法界」は仏身論でいえば，法身，報身，化身の
三身のなかの法身 (dhannakaya)に当る。 『維摩
経では特にその点を考察した。この研究の一端を
1996年3月刊行の『紀要』第29輯に r維摩経におけ
るアーナソダと一音説法」として発表した。
大乗起信論と西洋哲學
川崎幸夫
研究成果の概要
『大乗起信論Jに示された空の立場を存在論およ
ぴ認識論的親貼から考察することを目指し，基本的
な概念を西洋の思癖的誹秘主義およびドイツ親念論
と封比させながら分析する手綾きをすすめてをり，
論文としてまとめるには到ってゐないが準備は整ひ
つつある。この作業と関聯するものとして， 『増補
版久松貝ー著作集』第九巻（法蔵館） （平成8年
3月刊）の絹集を擁営したが，同巻の前半は日本に
おける『大乗起信論』に劉する哲學的研究として最
高の「起信の課題」が牧められてゐる。また同著作
集の別巻『久松員一の世界』 （平成8年7月）に論
文「東洋的無と覺の能動性」を牧めた。
研究の特色
『大乗起信論』の核心は如来蔵としての衆生心に
大乗佛数のすぺての法門を集約させてゐるところに
あるので，衆生心の構造を理論哲學的に究明するこ
とを主眼とする。
大乗起信論における信心
井上克人
毎月一回程度，研究会を開催し， 『大乗起信論』
の最も重要な註疏と見なされる法蔵の『義記』を，
これまでに上梓されて数種の冠導傍註本を参照しつ
っ，かつ引用経典を逐一引照しながら，詳細な註釈
と読み下し文の作成に取り組んできた。
従来， r義記』は『起信論』読釈のための参考文
献として取り扱われてきたに過ぎないが，当研究班
では法蔵の『義記』そのものの綿密な読み直しであ
り，その新しい註釈の作成は画期的な意義を有する。
華厳教学の大成者と目される法蔵が， 『起信論』を
華厳教学の理論的支柱と見なし， 『義記』を著した
意義も究明される。
個人的研究としては，大乗仏教一般に見られる
「信」の構造を， 『起信論』及び『義記』における
如来蔵思想すなわち如来蔵心の流転と還滅の縁起
の構造に着目し，哲学的に究明してきた。
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大乗起信論と日本仏教
固田香融
研究班の活動として，毎月の例会で行なっている
『大乗起信論義記』の注釈の仕事に参加するととも
に，個別研究のテーマに関しては，東西研12月例会
において「祇園精舎余滴」と題する研究発表を行な
った。関西大学では， 創立100周年を記念する事業
として，イソド政府の考古調査局と提携し，仏典に
有名な「祇園精舎」遺跡（イ｀ノド国ウッタル ・ブラ
デッジュ州所在のサヘ トー遺跡）の発掘調査を実施
した。この程その調査報告書を刊行したが，私も文
献班の一員として本調査，ならびに報告書の作成に
参加した。今回の発表は，いわぼその研究「余滴J
である。私の研究分担は， 「日本における祇固精舎
伝承の伝来と展開」であったが，今回は本報告書で
触れることができなかった論点を取り上げることに
した。すなわち (1)日本書紀（孝徳紀）所見の「舎
術夫人」の問題 (2)「舎衛」および「祇菌精舎」の
表現， とくに『金剛般若経』の諸訳について， (3)わ
が国における「祇図精舎」伝承の初見，の三点を論
じた。その結果， 「祇園精舎」伝承は， 日本人の仏
教および釈尊に関する知識の原点ともいうべき意味
を有すること，この伝承の伝来ならびに流布展開に
は，道宣一鑑真といった律僧の果たした役割に注目
すぺきものがあることがわかった。そしてこれらの
問題は， 「起信論」受容の問題とも存外至近距離に
あることも知られた。
大乗起信論と中国哲学
吾萎重二
平成7年度は本学在外研究員の機会を得て海外に
渡航， 1995年4月から1996年2月まで客員研究員と
してアメリカ ・プリソストソ大学に滞在し， 1996年
3月には台湾・国立中央研究院歴史語言研究所に滞
在して，主に中国哲学に関わる資料の収集につとめ
た。平成8年度は神秘主義研究班の定期研究会に出
席し，法蔵『大乗起信論義記』の宗教哲学を解読す
るとともに，中国思想との関係や漢訳仏教語につい
て考察をおこなった。 『東西学術研究所紀要』第30
号の掲戦論文「r大乗起信論」 の概念と修辞と撰
者一一中国学の立場から一ー」はその成果であって，
r起信論』における概念の特徴中国思想との異同，
修辞 ・文体の性格などについて検討し， 漠語表現か
ら見た場合，撰者を六朝期中国人と見るのは困難で
あること，換言すれば『起信論Jはイソド撰述であ
る可能性がきわめて高いことを論証した。
このほか研究班における共同研究の成果と して，
『義記』の訳注を公刊すぺく作業をおこなっており，
その一部は近く『紀要』に掲載予定である。 『起信
論』の一字索引は駒沢短期大学の石井公成教授贈与
のテキストを当研究所のバーソナル・コソビューク
に備えたが， r義記」の一字索引についても，これ
を作成すぺく準備を進めている。
く東西文化交渉史の研究〉（文化交渉史研究班）
〔近代世界における儒教観の展開〕
欧米儒教観の中国への影響
河田悌ー
近年，アジアNIESの国ぐにのめざましい経済
発展が，多くの人びとの注目を集めている。欧米に
住む華人学者のなかには，そ うした発展の文化的基
盤として，儒教の効用を主張するものも少なくない。
いわゆる"儒教文化圏＇の議論である。が，果たし
て儒教にそんな力と働きがあるのか。それを検討す
るため，欧米に住む（あるいはかつて住んだ）中国
学者たちの梱教観を， 20世紀初頭から現在まで，歴
史的に跡づける作業を行なってきた。具体的には
“中国革命の父"と称された孫文を筆頭に， コロソ
ビア大学でJ・デューイに学んだ胡適，また先年逝
去した渇友蘭，さらに現在アメリカの大学で教鞭を
とっている余英時（ブリ｀ノストソ大学）教授，杜維
明（ハーバード大学）教授栂偉勲（テソブル大
学）教授などの著作を読み，かれらの儒教観が中国
大陸にいかなる影癌を与えたか，そして与えつつあ
るのか一ーを追跡した。
く学会発表〉
「現代中国と儒教」・（中国文化フォーラム， 1995
年5月）， ．「胡適について」 （大谷大学学術公開講
演会， 96年1月）， 「孫文と摺教」 （孫中山生誕130
周年記念国際学術討論会， 95年11月）
く論文発表〉
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「立括麟—一学問ある革命家」 er しにか」 199辞f. between Asia Minor and Europe Minor"を編
3月号）， 「東洋文明と西洋文明のはざまで」er泊 集発行し，自らもその中で小アジア・小ヨーロ ッパ
国」 34号， 95年9月）， 「孫文の大アジア主義一ー 地域の水車に関する英文論文を公にした。
生挺130年によせて」 r読売新聞」 96年4月5日夕 平成8年度には大東文化大学国際関係学部の
刊。 ‘国際学術研究” 科研グループ（テーマ：アジアの
ヨーロッパにおける儒教の発見と儒教観の展開
芝井敬司
近年の東アジアの急速な経済発展のダイナミズム
を考察する際に，梱教の説く現世的な職業倫理に注
目し．これを関連づけて考察しようとする研究動向
があるが，資本主義的発展と近代的な人間類型の形
成に関しては，周知のようにM・ヴェーバーの所論
が有名である。ヴェー バーは，たとえば17世紀のイ
ギリスにおいて見られるプロテスタソ トの禁欲的な
琺業倫理の存在を指摘し，経済発展における宗教の
役割の重要性を説いた。さ らにヴニーバーは比較
宗教論の観点から，儒教の徳目に表れる世俗的倫理
性にも関心を寄せていた。近年におけるアジアの経
済発展と儒教を結びつける研究動向は，河田悌ー研
究員が明らかにするように， ヨ ロー ッパの儒教観の
アジアヘの影唇あるいは反映として現れている。
ところが一方で，ヴェーバーが手がかりにした近
代イギリスの産業発展については，近年プロテスタ
ントの勁労よりも，ジ＝ントルマ｀ノによる商業・金
融活動の役割をより重視する 「ジェントルマソ資本
主義論」が台頭し，研究状況が一変しつつある。こ
のような商業 ・金融活動の一端を明らかにするため
に， 18世紀初めのスベイン継承戦争時に戦費送金で
財を成した一人物（歴史家ニドワード ・ギポソの祖
父）について，事例研究を行い，その成果として，
論文「祖父ニドワード・ギボソと戦喪送金」を，平
成 9年3月末刊行予定の r東西学術研究所紀要』に
提出した。
〔生産技術の比較研究〕
欧亜回廊地帯の生産技術と生活技術
末尾至行
平成 7年度には，既応の収集資料の整理に当たる
とともに "Life Technologies in the Corridor 
伝統技術と芸術）のメソバーに加えられたのを機に，
8月8日から 9月10日にかけてイラソ ・キプロス・
ギリシア等を訪れ，主として水車関係の資料収集に
当たった。産油国であるだけに製粉も石油発動機に
切り替わる傾向の強いイラソでは，製粉水車もその
多く は消滅し探査も容易ではなかったが，伝統的な
水車製粉業地であるカーツャソ近郊のバーゲフ ィソ
村や，ザーグロス山脈の山間の僻村アプヤーネでは，
今だに水車は健在であった。 一方，キプロスでは，
島の中央西部にあるトロ ドース山地山間の町カコペ
トリアに今や唯一残っているという製粉水車場を訪
ね，若干の取材をした。他方， ギリツアでは，まず
16世紀のレバント（現ナフパクトス）の町絵図に，
郊外の谷筋に数ヵ所の水車場が描かれている点に典
味を覚えて現地探訪をしたほか，さらには現存する
製粉水車場に関しての情報収集に努め，その結果Iレ
メリー地方のミルティア村，およびペロボネ‘ノス半
島部のヴァスク村， ドゥラチ村を訪ねて実惰を知る
ことができた。
地中海世界の航海技術
新谷英治
地中海で特異な発達を見せた航海案内害を分析す
ることによって地中海世界の航海技術の有様を探ろ
うと試みた。主たる考察の対象は， 16世紀のオスマ
ソ朝で成立し，当時のオスマン朝における地中海認
識の有りようや実際的な航海技術を伝える航海案内
害『キクープ・バフリニ（海洋の害）』である。前
後の時期のヨーロ ッパ側史料の状況を勘案しつつ，
rキクープ・バフリ エ』ヒジュラ暦932本系写本を
分析し，特に932年本系写本の特徴となっている韻
文序の内容の考察を行った。
932年本系に属する Ayasofya2612写本では，
序文全体の分量は本文及び添付の地図を含めた写本
全体の約9.8%に当たる。その序文の内， 散文序は
ヒジュラ暦9勾年本系写本の散文序と基本的に同一
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の内容である。しかし，序文において大きな比重を 技法は，大いに参考となろう。
占めている韻文序は今日知られている 927本系写 クイでは，北部クイのチニソマイ市を中心として，
本には全く見られず， 927本系写本と比較した場合 節間の長い竹を用いて巻胎素地を造っている。ベト
に932年本系写本の著しい特徴の一つとなっている。 ナムでは中部ベトナムの山岳地帯産の竹をとり寄
932年本の韻文序は地中海各地での具体的な操 せて，首都ハノイ市の近郊の荏器工場で行っている。
船・航海情報を散文で解説した本文と異なり， より そして， ミャソマーでは，中部のマソダレー市の西
広い視野に立った総論ともいうべきものである。本 に位饂するモニワ村で，やはり竹を用いた巻胎造り
書成立の事惜に始まって，航海者の知るべき知識及 を行っている。これらの比較検討を行った。
ぴ「七つの海」の状況が主として説明され， ヨー ロ
ッパ人による新航路，新大陸の「発見」の模様など
も盛り込まれている。内容を詳細に検討することに
より，地中海を含めて当時知られていた様々の海域
とそこでの航海技術に関するオスマン朝側の理解の
様相を明らかにすることができた。
本研究の成果の一部は新谷英治， 『キタ プー・
バフリニ』 ヒジュラ暦932年本序文， 『関西大学東
西学術研究所紀要』， 第30号 (1997年3月）によっ
て報告される予定である。
アジアの漆芸技術
高梱隆博
漆器の胎骨，すなわちボディを成す素地構造につ
いての研究を行った。ことに竹（あるいは針葉樹系
の木）を薄く平らに（テープ状，または細乎帯状に
する）つくった胎骨材を「ぐるぐる」と巻いて器胎
をつくる「巻胎梢造」の技法をめぐって，中国・朝
鮮半島・日本，そしてタイ・ペトナム・ミャソマー
などの東南アジア諸国のそれを調査した。なお，
「巻胎楷造」の技法には， 「輪積み法」と「巻き上
げ法」の 2つの方法がある。
東アジア地域では， 1976年，韓国・鹿州市にある
新羅王宮の離宮池として営まれた雁鴨池遺跡から発
据された，いくつかの朱漆塗の巻胎漆器について，
また近年見い出された，中国・唐代の作とみなされ
ている銀乎脱合子について，そして日本の正倉院宝
物中の銀乎脱漆胡瓶をはじめとするいくつかの巻胎
漆器について，それぞれの比較検討を行った。東ア
ジアではほぼ8世紀に共通してあらわれる技法で
あると推測できる。しかし，この技法の源流がいず
れに求められるのかは，今後の課題として残る。そ
の場合，東南アジア諸国での現行の巻胎素地造りの
太平洋地域の農耕技術
橋本征治
平成7年度は実態調査と資料収集に当たった。
同年8月~9月にハワイ州のオアフ島・ハワイ島に
おいて実地調査を行った。そして，ハワイ大学にお
いて資料収集を行うとともに，それまでの研究成果
の中間報告文， "Wai"and the Traditional Hawa-
iian Culture: Distribution and the Locations of 
Fishponds of O'ahu, Moloka'i, and Hawai'iをも
とに，共同研究者のM ・ケリー助教授との研究討議
を重ねた。帰国後はその成果のとりまとめを行って，
平成8年3月に東西学術研究所主催の国際ジソポジ
ウム ：「太平洋圏における人• もの・文化の リソケ
ージ」において， 「太平洋地域におけるタロイモ栽
培の比較研究」と題して発表した。平成8年4月17
日開催の研究例会でも同じテーマで報告した（その
概要は東西学術研究所々報64号に掲載）。なお，
平成8年3月にM・ケリー助教授，R・ フラソコ助
教授らと沖縄の現地調査を行った。
平成8年度はこれまでの実地調査の資料と文献
の整理を行うとともに同年8月~9月にハワイ州
オアフ島とモロカイ島で補遺的な現地調査を行った。
現在， これまでの成果を「クロイモ栽培の比較研
究- 太平洋地域一ー」としてとりまとめ，平成9
年度に東西学術研究所から刊行する予定の r現代社
会と環境・開発・文化＿太平洋地域における比較
研究一ー』 （仮題）に掲載予定である。
